
　

昨
年
10
月
、
食
品
衛
生
事
業
功
労

者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
、

岡
部
啓
太
郎
さ
ん
（
岩
下
一
区
）
が

食
品
衛
生
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
、

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
食
品
衛
生
の
普
及
向
上
、

食
品
衛
生
行
政
に
対
す
る
協
力
お
よ

び
業
界
の
指
導
育
成
な
ど
に
特
に
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
を
、
厚
生
労

働
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

度
は
全
国
か
ら
２
０
７
人
が
受
賞
。

　

岡
部
さ
ん
は
、
豆
腐
製
造
・
販
売

業
を
営
み
な
が
ら
、
上
益
城
食
品
衛

生
協
会
の
指
導
員
、
副
会
長
、
甲
佐

支
会
長
な
ど
を
歴
任
。
食
品
衛
生
の

普
及
啓
発
お
よ
び
自
主
管
理
体
制
の

確
立
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

２月23日（金）町議会議場で、平成29年度子

ども議会が開催されました。

　中学生に議会体験を通して本町の課題につ

いて考える機会を持ってもらうことを目的に、

町が実施。甲佐中学校（井上幸三校長228

人）の生徒14人が参加しました。

　生徒の中から議長に選出された大島和奏さ

ん（２年・和田内区）が前半、小栁花凜さん

（１年・横田区）が後半の議事を進行。子ど

もの視点で考える町の課題や将来像について

の意見や提案などが町執行部に出されました。

　白旗小学校（岩下勇治校長101人）では、災害

復興プロジェクトの一環として、熊本地震の被災

者を励まし元気になってもらうことを目的に、白

旗仮設団地でさまざまな活動に取り組んでいます。

　昨年12月20日（水）には、５・６年生から入居

者へ花の苗と米が贈呈されました。児童たちが種

から育てた花苗を、プランターに植えて贈りまし

た。また、ＪＡ上益城（梶原哲組合長）などの協

力の下、児童たちが仮設住宅の入居者とともに収

穫した米を、１戸ずつ訪問し手渡しました。

　１月23日（火）には、５年生によるもちつきが

行われました。甲佐ライオンズクラブ（米村千晶

会長）とＪＡ上益城の協力の下、入居者なども参

加して実施。児童らが交替できねを振り、入居者

を激励しました。

　もちつきに参加した入居者は「元気がもらえ、

気持ちが若くなります。何度も白旗仮設団地に来

てもらって、感謝しています」と話しました。

　つきあがったもちは、参加者でおいしくいただ

くとともに、入居者に配られました。

厚生労働大臣表彰を受賞
食品衛生指導員・岡部啓太郎さん（岩下一区）

中学生視点でまちづくり
２月23日（金）子ども議会を開催

▲一般質問で町執行部に質問をする甲佐中生徒

▼

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
岡
部
さ
ん

　２月３日（土）豊内の甲佐ショッピングセ

ンターサ・エ・ラで、県立松橋西支援学校

（小野龍也校長147人）の生徒による作業製品

の販売会が開催されました。

　生徒たちが作業学習で作った製品を販売し、

接客や地域住民と交流することを目的に、同

校上益城分教室（県立甲佐高校内）が主催。

高等部の生徒や教職員が小銭入れなどの革製

品、はがきや封筒などの紙すき製品、野菜や

花苗などを販売しました。販売会に訪れた人

は、「丁寧に作られていますね」と話しました。

作業製品の販売会を開催
松橋西支援学校上益城分教室

▲多くの花苗などが並んだ作業製品の販売会

仮設団地でもちつき交流　
白旗小の熊本地震災害復興プロジェクト

▲12月20日（水）白旗仮設団地で、白旗小児童と団地入居者、甲佐町ラ
イオンズクラブ、JA 上益城などが参加し行われたもちつきでの交流

　

２
月
10
日
（
土
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
、「
甲
佐
町
と
も
に
つ
く

る
認
知
症
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
認
知
症
や
認
知
症

カ
フ
ェ
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、「
と
も
に
つ
く
る
甲
佐

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
連
絡
会
」（
堀
小

百
合
代
表
）
が
主
催
、
町
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
共
催
。
認
知
症
介
護
研

究
・
研
修
仙
台
セ
ン
タ
ー
の
矢
吹
知

之
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
約
１
１
０

人
が
認
知
症
と
認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

矢
吹
さ
ん
は
、「
認
知
症
カ
フ
ェ

は
介
護
者
な
ど
の
す
べ
て
の
方
が
当

事
者
で
あ
り
、
支
援
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
す
場
で
す
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

認知症にやさしい町づくり
認知症と認知症カフェに関する研修会

▼

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
研
修
会

秋田から復興応援メッセージ
乙女小に寄せ書きなどを贈呈

▼寄せ書きなどを届けた日隈募さん（右から２番目）と日隈俊郎さん（右）

　

２
月
21
日
（
水
）
乙
女
小
学
校

で
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
児
童

た
ち
を
元
気
づ
け
る
た
め
、
秋
田

県
の
有
志
の
方
々
か
ら
寄
せ
書
き

や
手
作
り
の
し
お
り
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
小
を
訪
問
し
た
日
隈
募
さ
ん

（
下
豊
内
区
）
と
日
隈
俊
郎
さ
ん

（
船
津
区
）
が
代
表
と
し
て
、
児

童
に
手
渡
し
ま
し
た
。
同
品
は
、

募
さ
ん
の
ご
家
族
で
秋
田
県
在
住

の
山
崎
将
さ
ん
の
同
小
へ
の
支
援

活
動
に
共
感
し
た
秋
田
県
の
民
間

団
体
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
。

　

秋
田
県
で
民
間
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

団
体
で
活
躍
す
る
山
崎
さ
ん
は
、

昨
年
、
同
小
に
秋
田
杉
製
の
本
立

て
キ
ッ
ト
を
寄
贈
。

こ
の
ほ
か
、
同
小
に

は
こ
れ
ま
で
に
も
山

崎
さ
ん
と
親
交
の
あ

る
方
々
か
ら
、
復
興

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
が

贈
ら
れ
て
お
り
、
児

童
か
ら
は
お
礼
の
手

紙
を
送
る
な
ど
、
支

援
を
通
し
て
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

山
崎
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
本
立
て

キ
ッ
ト
は
、
６
年
生

が
卒
業
記
念
と
し
て
、

製
作
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。



　

１
月
11
日
（
木
）
県
庁
で
、
県
農

林
水
産
業
功
労
者
の
知
事
表
彰
が
行

わ
れ
、
清
住
曻
さ
ん
（
吉
田
区
）
が

農
業
部
門
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
本
県
の
農
林
水
産
業
の

振
興
の
た
め
に
献
身
的
な
活
動
を
続

け
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

度
は
19
個
人
・
１
団
体
が
受
賞
。

　

清
住
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
花
中

心
の
農
業
に
就
農
。
日
本
花
き
生
産

協
会
の
鉢
物
副
部
会
長
や
糸
田
堰

（
ぜ
き
）
土
地
改
良
区
の
理
事
な
ど

を
務
め
、
水
路
の
改
修
な
ど
農
業
基

盤
の
整
備
を
実
施
。
地
元
農
家
の
負

担
軽
減
・
営
農
改
善
、
後
進
の
指
導

に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
、
同
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　昨年10月17日（火）御船警察署で、平成29年度

九州防犯協会連絡協議会表彰が行われ、境国嗣さ

ん（広瀬区）が防犯功労者表彰を、龍野地区社会

福祉協議会龍野地区防犯パトロール隊（北川國昭

隊長）が防犯功労団体表彰を受賞しました。

　同表彰は、防犯活動に功労のあった個人および

団体を、九州防犯協会連絡協議会と九州管区警察

局が表彰するもの。

　境さんは、昭和55年から御船警察署の少年補導

員として長きにわたり精力的に活動。学校などと

連携した街頭補導活動や犯罪抑止活動など地域に

密着した地域安全活動を積極的に推進し、その功

績が高く評価され、受賞となりました。

　また龍野地区防犯パトロール隊（愛称「ドラ・

パト隊」）は、平成20年に同社会福祉協議会が地

区の住民に呼び掛けて結成。児童の登下校時にお

ける立番や声掛けや高齢者宅の巡回訪問など、地

域に密着した活動を積極的に展開し、地域の安

全・安心、少年の非行防止に貢献。模範となるそ

の積極的活動が高く評価され、受賞となりました。

県農林水産業功労者表彰 
清住曻さん（吉田区）が受賞

▼

県
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
清
住
さ
ん

　２月３日（土）竜野地区で、「子ども自然

体験塾・えっさほいさ甲佐」が行われました。

　この体験塾は、県の中山間地域サポート推

進事業（農と福祉の連携推進事業）の支援を

受け、地域の高齢者との触れ合いや農業体験、

自然観察会を通してふるさとの自然を大切に

する心を育てるため、小・中学生を対象に㈲

せせらぎ（髙橋恵子代表）が実施。子どもや

高齢者など約20人が参加し、シイタケを栽培

している木村明雄さん（上早川四区）宅で、

シイタケのコマ打ちを体験しました。

シイタケのコマ打ち体験
竜野地区で子ども自然体験塾を開催

▲シイタケのコマ打ちなどで自然を体験する子どもたち

九州防犯協会連絡協議会表彰
境国嗣さん（広瀬区）、龍野ドラ・パト隊

▲表彰された龍野地区社会福祉協議会龍野地区防犯パトロール隊長の北
川國昭さん（中央左）と境国嗣さん（中央右）

　

３
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

大
阪
府
で
行
わ
れ
る
第
29
回
全
国
家

庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会

に
、
県
代
表
と
し
て
上
益
城
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
す
。

　

同
チ
ー
ム
は
結
成
10
年
を
迎
え
、

井
芹
洋
子
さ
ん
（
山
出
区
）、
大
村

い
づ
み
さ
ん
（
大
町
区
）、
川
崎
恵

美
子
さ
ん
（
八
丁
区
）、
山
本
よ
り

子
さ
ん
（
上
揚
区
）
の
４
人
が
所
属
。

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
見

事
優
勝
し
、
悲
願
の
全
国
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

井
芹
さ
ん
は
「
バ
レ
ー
が
で
き
る

の
は
、
家
族
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
日
本
一
を
目

指
し
、
楽
し
く
が
ん
ば
っ
て
き
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

上益城チーム全国大会へ
ママさんバレー大会に４選手が出場

▼

全
国
大
会
に
出
場
す
る
上
益
城
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

　２月25日（日）甲佐町ろくじ館で、「ニラ

パワー EXPO2018」が開催され、町特産のニ

ラを使用した新商品の「ニララーメン」と

「食べるニララー油」がお披露目されました。

　同商品は、甲佐町食による復興協議会（越

智新代表）が、㈲肥後そう川（坂本憲市代表

取締役）および NPO 法人自然楽舎みやうちの

「パワフル母ちゃん」と共同で開発。ニラの

風味を生かした味が特徴です。

　『虎穴ニラずんば』と命名された２商品は、

同館で３月から販売予定です。

ニラ風味の新商品を開発
『虎穴ニラずんば』ラーメンとラー油

▲新商品のラーメンとラー油をおすすめする越智さん

全国大会・九州大会に出場
本町の中学生・高校生３選手が健闘

▼写真左から、水泳の仲原選手と田上選手、バレーの芳野選手。

　

本
町
の
中
学
生
・
高
校
生
３
選

手
が
全
国
大
会
・
九
州
大
会
に
出

場
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。

　

１
月
４
日
（
木
）
～
８
日
（
月
）、

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
70
回
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選

手
権
大
会
に
、
芳
野
阿
也
選
手

（
岩
下
一
区
・
鎮
西
高
３
年
）
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

芳
野
選
手
は
、
10
月
の
県
大
会

で
優
勝
し
、
本
大
会
に
出
場
。
１

回
戦
で
大
阪
代
表
・
四
天
王
寺
高

と
対
戦
し
、
ピ
ン
チ
サ
ー
バ
ー
と

し
て
出
場
。
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
を

決
め
る
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
ま
し

た
。

　

２
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）、

福
岡
県
で
開
催
さ
れ

た
第
38
回
九
州
カ
ッ

プ
水
泳
競
技
大
会
に
、

田
上
大
翔
選
手
（
下

横
田
区
・
ル
ー
テ
ル

学
院
高
２
年
）
と
、

仲
原
乙
葉
選
手
（
中

横
田
区
・
甲
佐
中
１

年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

田
上
選
手
は
、
17

歳
以
上
の
部
の
50
㍍
・

１
０
０
㍍
・
２
０
０

㍍
自
由
形
、
仲
原
選

手
は
、
13
歳
～
14
歳

の
部
の
２
０
０
㍍
・

４
０
０
㍍
自
由
形
に

出
場
し
、
健
闘
し
ま

し
た
。


